
第 6 回 APIAP Congress とそこでの Business Meeting の報告

次期会長　松原　修

2009 年 8 月 20-23 日の間、インドの南 Kerala 州 Kochi（または Kochin, 
Cochin）で第 6 回 APIAP Congress が開催された。インドのリゾート地として

有名とのことであった。シンガポール経由で Kochi 国際空港着は夜遅く、学

会場のホテルに宿泊した。Check in してすぐに部屋かと思ったらボート（Fig. 1）

に乗って川を渡ったところに部屋があるというまことにのどかなことであった。

学会場の方にも部屋があって、どういう違いなのかは分からなかった。外は湿

度高い熱帯気候だが、学会場（Fig. 2）の方はクーラーがガンガン効いていて

上着がないと風邪をひきそうという状況であった。会場はサリー姿のインド女

性で溢れ、熱心に講演を聞き、質問をしている姿が印象的であった。私も肺病

理のセッション（Fig. 3）を担当したのだが、インドの方々が熱心に討論され、

活発なセッションとなって喜んでいる。学会の entertainment は Kerala 州のエ

キゾチックな伝統的ダンス (Fig.4) であった。滞在中食事とお水に気を遣いつ

つ、マラリア好発地域と聞いていたので予防薬を服用した。同行の友人たちに

もそれを伝えたが、予防薬を服用するのと、飲まないのと半々くらいであった。

ついでながら誰も帰国後マラリアの発症はなかったので、よかった。一人現地

で消化器症状に困られたが、お気の毒であった。生ものといっても果物と野菜

しか食べていないとのことであった。ホテルの食事は朝、昼、夕食ともカリー、

カリーで、帰国後当分カレーライスは遠慮したい気分である。

8 月 22 日 午 後 6 時 か ら 学 会 場 の Le Meridien Hotel の 一 室 で APIAP の

business meeting（Fig. 5） が 開 催 さ れ た。 出 席 は Canada, Australia, Japan, 
China, Taiwan, Hong Kong, Korea の代表、各国から 2-3 人、インドから 5 人、

台湾代表は 6 人、加えて Konrad Muller (Past President IAP), David Hardwick, 
(Secretary, IAP), and Robin Cooke (Editor, IAP Bulletin) で、議長は香港の H K 
Ng であった。日本からは松原一人が出席した。

会議の議題は、

Published quarterly
by the Japanese Division
of the International
Academy of Pathology

OFFICERS
PRESIDENT
H.Hashimoto,M.D.(09)
University of Occupational and
Environmenntal Health
PAST PRESIDENT
T.Morohoshi,M.D.(09)
Showa University
PRESIDENT-ELECT
O.Matsubara,M.D.(09)
National Defense Medical College
SECRETARY-TREASURER
N.Nemoto,M.D.(09)
Nihon University
COUNCILLORS
T.Yoshino,M.D.(09)
Okayama University
T.Shiraishi,M.D.(09)
Mie University
T.Sano,M.D.(10)
Tokushima University
H.Sasano,M.D.(10)
Tohoku University
M.Kuroda,M.D.(11)
Fujita Health University
Y.Nakatani,M.D.(11)
Chiba University
COMMITTEE CHAIR
Education, Chair
Z.Naito,M.D.(09)
Nippon Medical School
Finance
H.Iwsaki,M.D.(09)
Fukuoka University
Nomination
T.Morohoshi,M.D.(09)
Showa University
Course Director,SPU
R.Y.Osamura,M.D.(09)
Tokai University

国際病理アカデミー
日本支部

A NEWS BULLETIN 2009 Number4

Fig.5 Business meeting



第 6 回 APIAP Congress
の こ と： イ ン ド 支 部 の

Franc i sco  Couto  （Fig. 
6） 会 長 か ら 2 人 の Past 
Presidents（Konrad Muller、
Francis Jaubert）, President 
Elect (Christine Henry), 
Secretary (David Hardwick), 
Editor of  Bulletin(Robin 
Cooke) が 出 席 し て く れ、

Australasian, Japan, British 
and Hong Kong の支部か

ら資金援助を受け、参加者

は 600 人を超え、成功裏

に開催できたお礼が述べられた。

第 7 回 APIAP Congress のこと：会長は台湾支部の

Shih-ming Jung がなり、Taipei で 2011 年 5 月 20-24 日

に開催することが話された。HYPERLINK http://www.
apiap2011.com.tw http://www.apiap2011.com.tw.

将来の APIAP Congresses：2013 年の開催について韓

国（ソウル）とオーストラリア（シドニー）が立候補した。

第 8 回 APIAP Congress(2013 年 ) in Seoul
第 9 回 APIAP Congress(2015 年 ) in Sydney
との案が proposed by Konrad Muller and seconded by 

Osamu Matsubara で提案され、採決の結果決定された。

David Hardwick が APIAP Congress を officially made 
an integral part of  the IAP activities とすべきであるとの

発言があり、細部の詰めは H K Ng に任された。

APIAP 内 で の � more in-depth training� ま た は

"fellowship" of  pathologists from under-served areas of  
the Asia Pacific region が討議された。オーストラリア支

部では取り組んでいる旨が報告され、もう少し討論を重

ねようということになった。

Business meeting は 7:35 に終わった。インド支部の本学

会への一生懸命な取り組みが成功の基となったと思われ

るが、会場でお会いしたのはサリーをまとったインド女性

の病理医がほとんどで、他

の国からの参加が少なかっ

たのではないかと思われた。

Asia Pacific と名前だけは大

きくなったが、開催国以外

から実際に参加する病理医

は決して多くないのが現状

であろうか。これは参加す

るという費用の問題なのか、

アジア諸国間の親密度の違

いなのか（例えば、今回は

パキスタン、インドネシア、

中国などからの参加者は大

変少なかった様に思われた）、

取り上げられたテーマが

興味ないものなのか、IAP 
International Congress が

あるので特別に地域の IAP 
Congress の価値が低いのか、

問題はある。ただ、この問

題は今回だけでなく、今ま

でもあった問題と思われる。

オーストラリアの leadership
が頼もしいものであり、日

本 の presence が 軽 い 感じ

がするが、我々も彼らをサ

ポートしつつ、また一緒に

leadership を分担できたらい

いと考える。香港支部は本

当に小さいのに、leadership 
H K Ng（Fig. 7） は Asia
地区の Vice President とし

てよくまとめ役をやってく

れている。最後にインドで

撮影した一本の鉛筆（Fig. 
8）、この様に短くなるまで使っているとは、我々の贅沢を

思い知らされました。

Robin Cooke先生が受賞

IAP の bulletin �International Pathology� の editor で

ある Robin Cooke 先生が先生の著書で賞を受賞され

た。著書は� Infectious Diseases - atlas, text, cases� で、

2,008 年に McGraw-Hill Companies から出版されてい

る。豊富な症例、豊富なカラー写真が掲載された 503
ページからなる大著である。これが Best scientific book 
in 2008 として Australian Publishers Association から表

彰された。Reviewer のコメントは、�The book makes 
a major contribution to the study of  infectious diseases 
both nationally and internationally. The high calibre of  
the research informing the content is matched by the 
illustrations and photos. This is a reference of  significance 
in a vibrant and ever changing field of  research and 
scholarship.� で あ っ た そ う で あ る。 加 え て British 
Medical Association(BMA) か ら BMA book award 2009
も受賞されている。それは二つで、一つは First Prize 
Overall BMA Illustrated Book Award で、他方は Highly 
Commended in the Public Health category でのもの。ち

なみに価格は 10,918 円と内容の価値の高さとふんだん

のカラー写真の割りに安いので驚きである。諸氏も一読

されることをお勧めする。（次期会長　松原　修）

Fig.4 Keralaダンス

Fig.8 インドの一本の鉛筆

Fig.1 ホテルのボート

Fig.2 Le Meridien Hotelの学会 

Fig.7 Drs. Konrad Muller, H K Ngと松原

Fig.3 Pulmonary pathology session

Fig.6 Drs. Francis Jaubert, Yun NiuとFrancisco Couto



第11回日韓合同スライドカンファレンスのご案内

第 11 回日韓合同スライドカンファレンスを下記の要

領で開催いたします。今回は牛込新一郎先生をお招きし、

特別講演をお願いしました。スライドカンファレンス終

了後には懇親会が、2 日目の午後にはエクスカーション

としてのハーフデイツアーが予定されていますので、多

数の参加をお待ち申し上げます。

参加登録用紙はホームページからダウンロードしてくだ

さい。（準備の都合上、10月26日までに登録して下さい。） 
日時・場所：平成 21 年 11 月 13 日（金）

ホテル名古屋ガーデンパレス

 11 月 14 日（土）

名古屋大学医学部

世　話　人：黒田　誠

（藤田保健衛生大学医学部病理診断科）

参　加　費：スライドカンファレンス　10,000 円

（懇親会費，2 日目の名研究会参加費も含みます）

ハーフデイツアー　5,000 円（昼食込み）

開催予定
第 11 回日韓合同スライドカンファレンス

11 月 13 日（金）ホテル名古屋ガーデンパレス　3F
13:00　登　録

14:30　第 1 部（4 例、日韓各 2 例）

15:50　第 2 部（4 例、日韓各 2 例）

16:50　特別講演　牛込新一郎

18:30　ウェルカムバンケット

第 8 回日韓合同骨軟部腫瘍病理研究会

（世話人：高木正之　聖マリアンナ医科大学）

第 3 回日韓合同肺病理研究会

（世話人：横井豊治　愛知医科大学）

第 3 回日韓合同腎病理研究会

（世話人：山口　裕　東京慈恵会医科大学）

11 月 14 日（土）名古屋大学大学院医学系研究科

基礎医学研究棟　3F・4F
  8:30　登　録

  9:00　スライドカンファレンス（日韓各 3 例）

12:30　ハーフデイツアー出発

宿泊に関する申し込み先：
ホテル名古屋ガーデンパレス（私学共済：名古屋市中

区錦 3 丁目 11-13）には、参加者用に 10 月 26 日（月）

までは、一定数の部屋をおさえています。直接お電話 
（052）957-1022 にてお申し込み下さい。その際、私学

以外の方でも「日韓 IAP 参加」とお伝えいただくと組

合員価格で宿泊できます。

2009年病理学教育セミナーのお知らせ
IAP日本支部主催、日本病理学会後援

今回の開催地は東京都代々木で、日本病理学会秋期大

会の会場（九段）とは別の施設で開催する予定です。会

場は新宿、原宿に近く、小田急線参宮橋駅から徒歩 7 分、

地下鉄千代田線代々木公園駅から徒歩 10 分で、代々木

公園に隣接しています。ぜひ、ご参加ください。

日　時：平成21年11月21日（土） 9:00 ～ 17:30
場　所：国立オリンピック記念青少年総合センター

（東京・代々木）

予　定：教育シンポジウム　9:00 ～ 11:45
今回の教育シンポジウムは、昨年の教育セミナーのア

ンケート等でご要望が多かった「肺癌　新WHO分類」に

ついて、日常の病理診断業務に役立つ内容を野口雅之先

生、石川雄一先生に企画していただきました。

主　題：肺癌および中皮腫の病理診断学― 2009 update

モデレーター：野口　雅之（筑波大学）

石川　雄一（癌研究所）

演　者：１. WHOの腺癌分類改訂について

野口　雅之（筑波大学基礎医学系病理学）

２. 肺癌の進展に係わる病理診断

 －特に胸膜因子について－

大林　千穂（兵庫県立がんセンター病理診断科）

３. 神経内分泌性を有する肺癌の病理診断

廣島　健三（千葉大学医学部病理学）

４. 神経内分泌性腫瘍の未来

石川　雄一（財団法人　癌研究会癌研究所病理部）

５.免疫組織化学的染色を中心とした中皮腫の鑑別診断

武島　幸男（広島大学大学院病態情報医科学講座病理学）

６.  Malignant mesothelioma:cases difficult to 
diagnose(tentative title)
Mark, Eugene J.
（Professor of  Pathology, Harvard Medical 
School, Director of  the Autopsy Service, 
Department of  Pathology, MGH）

７. 悪性中皮腫の早期診断

辻村　亨（兵庫医科大学医学部病理学〈分子病理部門〉）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

◎当日はご自由にご参加下さい（会場費3,000円，ハンド

アウト代含む）。その時に病理専門医の更新に必要な参

加証をご用意いたします。5単位が得られます。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

スライドセミナー（敬称略）

1時限目　13：15 ～ 15：15
*A-1　唾液腺腫瘍の病理 ―新WHO分類を踏まえて―



長尾　俊孝（東京医科大学病理診断学）

*B-1　肺の外科病理update
中谷　行雄（千葉大学大学院医学研究院診断病理学）

松原　　修（防衛医科大学校病態病理学）

C-1　膵腫瘍性病変の病理

諸星　利男（昭和大学医学部第一病理学）

D-1　悪性リンパ腫関連疾患

吉野　　正（岡山大学大学院病理・病態学）

2時限目　15：30 ～ 17：30
*A-2　神経系腫瘍（中枢系および末梢神経）

広瀬　隆則（徳島県立中央病院）

*B-2　骨髄の病理（MDSなど）

大島　孝一（久留米大学医学部病理学）

C-2　子宮内膜症とその関連腫瘍

本山　悌一（山形大学医学部人体病理病態学）

D-2　甲状腺腫瘍、新WHO分類を中心として

加藤　良平（山梨大学大学院人体病理学）

* 印は新規のものです。事前資料としてバーチャルス

ライド（DVD-R）を送付予定です。なお、D-1，D-2
コースは Windows（XP 以降の OS）のみに対応致します。

その他のコースは、Windows、Mac ともに使用可能です。

病理専門医の資格更新単位として 10 単位が得られます。

受講料：1 コース IAP 日本支部会員 7,000 円、非会員

10,000 円です。受講希望の方は同封の応募葉書に必要

事項をご記入の上、教育担当の内藤までお送りください。

（文責：内藤）

雑誌購読申込についてお願い

IAP 日本支部会員になると United States and Canadian 
Academy of  Pathology(USCAP) の発行する "Laboratory 
Investigation" と "Modern Pathology" が市場価格より安

く購読することができます。多くの会員が購読をされて

いますし、事務局の大切な仕事と考えています。ただ、

これで支部事務局が仲介料など一切取っておりません。

毎年初めに、購入希望者のもとへ雑誌がきちんと届か

ないというトラブルが数件発生しています。IAP 日本

支部としては、USCAP の本部から、出版社へクレーム

してもらっています。日本支部事務局は、購入希望者の

リスト（英文の住所と名前）を作り、USCAP の本部へ

そのリストと購入代金を US$ に換えて送り、雑誌社へ

連絡を取ってもらう手続きとなっています。出版社を

Williams & Wilkins 社から Nature Publishing Group (npg)
へ変えたため、混乱が増加しているとのことです。会員

皆様からのクレームの度に、USCAP の本部へその旨を

伝えています。

日本支部事務局もこういったトラブルは避けたいので、

下記の対策をとりたいと考えます。どうか購入希望者は

協力のほどをお願いします。

１.購入希望申込の返信は11月17日までにお願いします
購入希望申込を早く行います。来年 1 月からの雑

誌に対して、クリスマスまでにまとめて申し込みま

す。毎年、締め切りの後に何人からか申込があるので

すが、本部に頼んでしまった後ですと、どうにもなら

ないので、どうか締め切りに間に合わせて下さい。代

金の締め切りは 11 月末日とします。こちらが代金を

受領したことを確認するため、受け取った旨のお返事

を FAX でお返しします。1 週間しても返事のないと

きは事務局まで、ご連絡を下さい。

２. 英語の表記をより明瞭にお願いします

誤配送を防ぐためです。

３. 途中での送り先の変更はご遠慮下さい

日本支部事務局へ言ってこられることがあり、本部

へ連絡するのですが、申し込んだ年度内は無理のよう

です。ご理解下さい。

以上、どうぞよろしくお願い致します。

ＩＡＰ日本支部ホ－ムペ－ジが
リニュ－アルされました！

変更点　　 日本支部に関する英語版のウェブサイトを作

成しました。

会員の皆様のご意見をお寄せ下さい。

あとがき：
2009年度IAP日本支部の会報第4号と本部のブレティ

ンをお届けします。

本号では、8月にインドで開催された第6回Asia Pacific 
IAP Congressの報告に加え、今秋、名古屋で開催される第

11回日韓合同スライドカンファレンスと東京で開催さ

れるIAP教育セミナーのご案内を掲載しました。会報の

他、理事選挙関連の資料、投票の葉書、第49回IAP日本支

部総会の出欠の葉書、雑誌の購読申込書を同封します。ご

確認の上、お早めに返信のほどお願い致します。

173─8610 東京都板橋区大谷口上町30─1
日本大学医学部病態病理学系病理学分野

根本則道/家守玉美

Tel：03─3972─8111 内線2256/Fax：03─3972─8163
E-mail：iapj@med.nihon-u.ac.jp


